














Clostridium difficile(以下 C.difficile)は偽膜性腸炎や新生児の壊死性腸炎の原因と

して知られているが,新生児・乳児に無症候性キャリアーが多数存在するという報告もあり

,腸内細菌叢における C.difficile の意義については不明な点が多い｡ 

今回,私共は正常新生児及び低出生体重児について,糞便中の C.difficile の保有率を検討

した。また,関連病院の新生児室で発生した下痢症に対し,生菌剤を投与し良好な結果を得

たので,その際の腸内細菌叢の動態についても併わせて報告する。 


